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すこやかファミリー

～お母さんからのメッセージ～

北熊牛１

渡 辺　す ず  ちゃん（２歳４ヶ月）

　　

　お喋りが大好きなすずちゃんは、「ケン
カはやめて！」と言いながら、お姉ちゃん
とお兄ちゃんのケンカの仲裁に入るときも
あるそうです。
　雅美さんに子育てについてお話を伺った
ところ「年の離れた末っ子なので、家族み
んなに甘やかされぬくぬくと育っていま
す。泣き虫でママっ子ですが、上の子たち
から日々色んなことを学んでいるので、聞
き分けが良く助かっています。最近はきょ
うだい 3 人で一斉に話し出すので、誰の話
も耳に入ってきません。。。」と教えてくれ
ました。

おとうさん　　渡辺　慎平 さん

おかあさん　　　　　雅美 さん

おねえちゃん　　　　一華 さん

おにいちゃん　　　　　新 さん

おばあちゃん　　　　晃子 さん
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農
作
業
の
後
の
飲
酒
が
楽
し
み
な
人
は

多
い
で
し
ょ
う
。
「
飲
ん
だ
後
は
ぐ
っ

す
り
眠
れ
る
」
と
言
う
人
も
多
い
よ
う

で
す
。
し
か
し
、
飲
ん
で
寝
る
と
夜
中

に
目
覚
め
て
し
ま
う
悩
み
も
あ
り
ま
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
脳
の
活
動
を
抑
え
る
の

で
、
飲
ん
だ
後
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
寝

付
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
寝
付
い
て
し

ば
ら
く
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
が
分
解
さ
れ

て
発
生
す
る
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
の
作

用
で
、
レ
ム
睡
眠
（
体
は
休
ん
で
い
る

が
脳
は
活
動
し
て
い
る
浅
い
眠
り
）
を

抑
え
て
深
く
眠
れ
ま
す
。
し
か
し
、
睡

眠
の
後
半
に
な
る
と
、
そ
の
反
動
で
レ

ム
睡
眠
が
多
く
な
る
た
め
、
小
さ
な
刺

激
で
も
目
覚
め
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

　

浅
い
眠
り
の
期
間
に
は
、
わ
ず
か
な

物
音
や
明
か
り
、
同
室
者
の
い
び
き

や
寝
息
、
屋
外
の
鳥
の
さ
え
ず
り
で

目
が
覚
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
飲
ん
で
寝
る
と
睡
眠
中
に
尿
意

を
感
じ
た
り
、
喉
が
渇
い
た
り
す
る

と
、
す
ぐ
に
目
覚
め
て
し
ま
い
ま
す
。

　

飲
酒
後
の
睡
眠
中
は
、
筋
肉
が
緩
ん

で
喉
が
ふ
さ
が
り
や
す
く
、
呼
吸
が

一
時
的
に
止
ま
り
（
無
呼
吸
）
、
苦
し

さ
で
起
き
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
普
段
か
ら
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候

群
の
人
は
、
特
に
飲
酒
後
の
睡
眠
中

に
呼
吸
が
止
ま
り
や
す
く
な
り
ま
す
。 健

康
科
学
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
●
福
田
千
晶

『
飲
酒
と
睡
眠
の
関
係
』

家
族
の
健
康

　

お
い
し
く
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
ん
で
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
良
い
気
分
に
な
り
、
ぐ

っ
す
り
眠
る
と
こ
ろ
ま
で
は
良
い
で
す

が
…
…
、
睡
眠
途
中
で
目
覚
め
て
し
ま

い
、
そ
の
後
は
寝
付
け
ず
睡
眠
が
不
完
全

な
ま
ま
朝
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
そ
し
て
、
日
中
に
な
っ
て
疲
れ
や

眠
気
を
感
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
飲
酒

量
が
増
え
た
り
、
飲
酒
習
慣
の
期
間
が
長

く
な
る
と
、
そ
の
傾
向
は
増
強
さ
れ
ま
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
少
量
を
楽
し
む
に
と
ど

め
、
量
を
増
や
さ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

週
２
日
は
飲
酒
を
控
え
、
「
飲
ま
な
く
て

も
過
ご
せ
る
」
「
飲
ま
な
く
て
も
眠
れ

る
」
と
自
信
を
持
ち
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
依

存
し
な
い
意
識
も
必
要
で
す
。
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（
敬
称
略
・
順
不
同
）

十
勝
清
水
町
農
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　

  　

令
和
４
年　

年
頭
に
あ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
海
道
農
業
協
同
組
合
中
央
会　

副
会
長
理
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
勝
清
水
町
農
業
協
同
組
合　
　

会
長
理
事

串
田　

雅
樹

　

組
合
員
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
幸
多

き
新
春
を
ご
家
族
と
と
も
に
迎
え
ら

れ
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
が
猛
威
を
振
る
い
何
度
も

緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
る
な
ど

激
動
の
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
更

に
、
年
末
に
は
新
た
な
変
異
株
確
認

に
よ
り
世
界
中
で
大
き
く
影
響
が
出

て
お
り
、
今
後
も
影
響
の
長
期
化
、

感
染
拡
大
へ
の
不
安
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
克
服
し
活
気

あ
る
生
活
を
取
り
戻
す
べ
く
共
に
尽

力
し
て
参
り
ま
す
。ま
た
、引
き
続
き
、

国
民
の
生
命
・
健
康
維
持
に
最
前
線

で
従
事
頂
い
て
お
り
ま
す
医
療
関
係

者
の
皆
様
方
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し

感
染
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

も
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
農
業
者
・
農
業
団
体
は
、

こ
の
情
勢
下
の
中
に
お
い
て
生
産
者

の
農
畜
産
物
に
対
す
る
影
響
は
甚
大

な
も
の
で
あ
り
、
本
年
も
不
安
材
料

を
抱
え
た
中
で
の
新
年
と
な
り
ま
し

た
。
先
が
見
通
せ
な
い
中
、
こ
の
危

機
を
乗
り
越
え
る
べ
く
系
統
一
丸
と

な
っ
た
取
り
組
み
を
実
践
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
と
し
て
も
「
国
民
が
必
要
と

し
て
消
費
す
る
食
料
は
、
で
き
る
だ

け
そ
の
国
で
生
産
す
る
」と
い
う「
国

消
国
産
」
を
発
信
し
皆
様
方
の
理
解

を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
年
末
に
お
け
る
酪
農
情
勢
に

つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
、
学
乳
や
外
食
産
業

の
需
要
が
減
少
し
飲
用
向
け
の
減
少

に
伴
い
、
乳
製
品
向
け
を
増
加
し
た

中
で
繁
忙
期
を
乗
り
越
え
て
は
お
り

ま
す
が
、
加
工
乳
製
品
（
特
に
脱
脂

粉
乳
・
バ
タ
ー
）
の
在
庫
が
積
み
上

が
っ
た
状
況
で
あ
り
、
国
や
ホ
ク
レ

ン
に
よ
る
海
外
品
と
の
置
き
換
え
と

新
需
要
開
拓
対
策
に
頼
る
状
況
が
当

面
続
く
も
解
消
に
は
複
数
年
か
か

り
、
既
に
来
年
度
の
生
乳
生
産
に
つ

い
て
は
目
標
設
定
に
よ
る
抑
制
も
全

道
で
の
「
運
動
」
と
し
て
取
り
組
む

こ
と
が
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
全
て
の
農
畜
産
物
に
つ
い

て
生
産
・
消
費
と
も
に
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
が
一
丸
と
な
り
こ
の
難
局
を
乗
り

越
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
組
合
員
皆

様
方
の
安
心
し
て
生
産
で
き
る
環

境
、
そ
し
て
安
定
的
な
経
営
を
維
持

し
持
続
的
な
農
業
を
展
開
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

令和４年の年頭にあたり令和４年の年頭にあたり

迎 春迎 春
会
長
理
事　
　
　
　

串
田　

雅
樹

代
表
理
事
組
合
長　

氷
見　

隆
雄

専
務
理
事　
　
　
　

赤
間　

富
秋

常
務
理
事　
　
　
　

秋
野　

勝
由

特
認
理
事　
　
　
　

金
子　

達
也

特
認
理
事　
　
　
　

今
野　

典
幸

理　
　

事　
　
　
　

須
田　
　

巧

理　
　

事　
　
　
　

白
川　

雅
浩

理　
　

事　
　
　
　

新
居　

義
晴

理　
　

事　
　
　
　

中
村　

茂
隆

理　
　

事　
　
　
　

口
田　

靖
明

理　
　

事　
　
　
　

玉
川　
　

学

代
表
監
事　
　
　
　

大
石　

英
昭

監　
　

事　
　
　
　

橋
本　

晃
明

常
勤
監
事　
　
　
　

宮
崎　

正
則

参　
　

事　
　
　
　

富
樫　

和
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　

職
員
一
同
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令和４年　年頭にあたり令和４年　年頭にあたり

（
地
区
営
農
集
団
）

上
清
水
地
域
振
興
会

　
　
　
　

会　

長　

吉
野　
　

進

字
清
水
協
議
会

　
　
　
　

会　

長　

斉
藤　

孝
司

下
佐
幌
地
区
推
進
協
議
会

　
　
　
　

会　

長　

中
村　
　

勲

下
人
舞
地
域
振
興
会

　
　
　
　

会　

長　

白
石　

哲
也

人
舞
地
域
振
興
会

　
　
　
　

会　

長　

梶
山　

貴
史

北
熊
牛
連
合
会

　
　
　
　

会　

長　

竹
中　

朗
伸

熊
牛
地
域
連
合
会

　
　
　
　

会　

長　

森
島　

浩
二

松
沢
連
合
会

　
　
　
　

会　

長　

深
谷　

康
裕

美
蔓
地
区
連
合
会

　
　
　
　

会　

長　

高
田　

雅
人

御
影
地
域
連
合
会

　
　
　
　

会　

長　

上
谷　

雅
俊

羽
帯
地
域
連
絡
協
議
会

　
　
　
　

会　

長　

大
石　

幸
徳

上
羽
帯
地
区
推
進
協
議
会

　
　
　
　

会　

長　

浅
水　

裕
介

旭
山
地
域
振
興
協
議
会

　
　
　
　

会　

長　

中
村　

義
春

（
生
産
組
織
）

農
業
機
械
部
会

　
　
　
　

会　

長　

泉
谷　

哲
人

酪
農
部
会

　
　
　
　

会　

長　

境
野　

浩
行

農
産
部
会

　
　
　
　

会　

長　

口
田　

靖
明

（
酪
農
・
畜
産
）

清
水
町
養
豚
振
興
会

　
　
　
　

会　

長　

奥
秋　

紀
克

清
水
町
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク
ラ
ブ

　
　
　
　

会　

長　

高
橋　

喜
一

十
勝
清
水
町
肉
牛
振
興
会

　
　
　
　

会　

長　

藤
谷　

竜
也

5

令和４年の年頭にあたり令和４年の年頭にあたり

十
勝
若
牛
生
産
組
合

　
　
　
　

組
合
長　

吉
田　

哲
郎

清
水
町
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク
ラ
ブ

　
　
　
　

会　

長　

橋
本　

和
博

デ
イ
リ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
95

　
　
　
　

会　

長　

藤
井　
　

稔

（
農
産
・
そ
菜
）

下
佐
幌
て
ん
菜
育
苗
セ
ン
タ
ー
利
用
組
合

　
　
　
　

組
合
長　

中
村　

茂
隆

御
影
て
ん
菜
育
苗
セ
ン
タ
ー
利
用
組
合

　
　
　
　

組
合
長　

土
橋　

光
徳

美
蔓
て
ん
菜
育
苗
セ
ン
タ
ー
利
用
組
合

　
　
　
　

組
合
長　

那
須
野
裕
一

清
水
町
種
子
馬
鈴
薯
採
種
組
合

　
　
　
　

組
合
長　

岸
田　

福
伸

清
水
町
豆
類
種
子
生
産
組
合

　
　
　
　

組
合
長　

堀
川　
　

寛

清
水
町
秋
播
小
麦
採
種
組
合

　
　
　
　

組
合
長　

森　
　

一
広

清
水
町
馬
鈴
薯
生
産
組
合

　
　
　
　

組
合
長　

那
須
野
裕
一

清
水
町
蔬
菜
振
興
会

　
　
　
　

会　

長　

吉
野　
　

進

十
勝
ク
リ
ー
ン
大
豆
生
産
組
合

　
　
　
　

組
合
長　

中
村　
　

勲

（
一
般
）

清
水
町
農
民
連
盟

　
　
　
　

委
員
長　

高
田　

秀
昭

清
水
町
農
村
連
盟

　
　
　
　

委
員
長　

小
竹　

浩
之

ホ
ク
レ
ン
原
料
所

　
　
　
　

所　

長　

泉　
　

佳
史

　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
職
員
一
同

Ｊ
Ａ
十
勝
清
水
町
青
年
部

　
　
　
　

部　

長　

澁
谷　

耕
大

　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
役
員
一
同

Ｊ
Ａ
十
勝
清
水
町
女
性
部

　
　
　
　

部　

長　

西
山　

幸
子

　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
役
員
一
同

  

令
和
４
年　

年
頭
に
あ
た
り

　

十
勝
清
水
町
農
業
協
同
組
合　
　

　
　

代
表
理
事
組
合
長　

氷
見　

隆
雄

　
　

組
合
員
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
幸

多
き
新
春
を
ご
家
族
と
と
も
に
迎
え

ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
依
然
と
し
て
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
猛
威
が
継
続
し

営
農
、
生
活
が
脅
か
さ
れ
て
い
た
１

年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
本
格
的
な
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
開
始
し
年
末
に
は
減

少
傾
向
と
な
り
徐
々
に
動
き
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
新
た

な
変
異
株
確
認
に
よ
り
予
断
を
許
せ

な
い
状
況
で
も
あ
り
今
後
の
対
策
継

続
を
実
践
し
活
気
あ
る
希
望
に
満
ち

た
生
活
を
取
り
戻
す
べ
く
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
国
民
の

生
命
・
健
康
維
持
に
最
前
線
で
従
事

頂
い
て
お
り
ま
す
医
療
関
係
者
の
皆

様
方
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
共
存
に

よ
る
新
し
い
生
活
様
式
に
目
を
向
け

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
農
業
者
・
農
業
団
体
は
、

こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
終
息
が
見
え
な
い
中
、
そ
の
影

響
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
と
な
っ
て

私
た
ち
に
影
響
を
与
え
て
お
り
ま

す
。
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
需
要
減
退
、
外
食
産
業
低

下
な
ど
に
よ
り
農
畜
産
需
給
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
、
組
合
員
の
生
産
物
在
庫

過
多
と
な
る
事
態
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
私
た
ち
農
業
者
と
農
業
団
体

は
、
先
が
見
通
せ
な
い
中
、
こ
の
危

機
を
乗
り
越
え
る
べ
く
系
統
一
丸
と

な
っ
た
取
り
組
み
を
実
践
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
私
た
ち
当
Ｊ
Ａ

に
お
い
て
も
単
協
で
出
来
得
る
限
り

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
特
に
酪
農
情
勢

に
つ
い
て
は
、
道
内
含
め
増
産
傾
向

で
推
移
し
て
き
た
中
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
長
期
化
、
需
要
低

迷
に
よ
り
乳
製
品
等
在
庫
増
加
、
学

乳
・
外
食
産
業
等
の
飲
用
需
要
の
大

幅
低
下
に
よ
り
年
末
は
処
理
不
能
乳

発
生
が
危
惧
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

年
末
に
関
し
て
は
、
何
と
か
回
避
で

き
た
も
の
の
こ
れ
か
ら
の
年
度
末
に

関
し
て
も
同
様
の
不
安
を
抱
え
て
い

る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
改
善
に
時

間
を
要
す
る
見
通
し
の
中
で
、
生

産
・
消
費
拡
大
共
に
系
統
と
し
て
更

な
る
団
結
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

農
業
者
が
安
全
・
安
心
な
農
畜
産

物
を
一
般
消
費
者
へ
安
定
的
に
供
給

す
べ
く
、
こ
れ
か
ら
の
北
海
道
農
業

の
あ
り
方
、
北
海
道
農
業
生
産
基
盤

強
化
、
家
族
経
営
基
盤
強
化
な
ど
、

課
せ
ら
れ
た
責
務
に
対
し
道
連
役
員

と
し
て
尽
力
し
て
い
く
所
存
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、地
域
農
業
と
し
て
は
、

農
業
生
産
現
場
の
実
情
、
問
題
、
課

題
、
求
め
て
い
る
も
の
な
ど
を
組
合

員
か
ら
地
域
理
事
と
し
て
、
当
Ｊ
Ａ

会
長
理
事
と
し
て
集
約
、
把
握
し
効

率
よ
く
効
果
的
な
政
策
、
要
請
、
意

見
へ
と
反
映
し
農
業
経
営
の
安
定

化
、
所
得
向
上
、
清
水
町
農
業
の
発

展
の
た
め
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

当
農
協
事
業
に
お
き
ま
し
て
は
、

国
に
よ
る
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ

ム
戦
略
」
に
掲
げ
る
一
部
は
、
既
に

過
去
よ
り
実
践
し
て
お
り
、特
に「
土

づ
く
り
」
か
ら
始
ま
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
地
力
向
上

か
ら
持
続
可
能
な
農
業
、
後
世
へ
永

年
肥
沃
な
農
地
継
承
・
安
定
生
産
基

盤
継
承
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
協
の
社
会
的
責
任
・
貢

献
・
経
済
活
動
か
ら
、「
食
と
農
を

基
軸
と
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た
協
同

組
合
」「
持
続
可
能
な
食
と
地
域
づ

く
り
」
と
し
て
、
現
在
団
体
が
求
め

ら
れ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
脱
炭
素
、
環
境

保
全
を
考
え
た
取
り
組
み
へ
の
貢
献

も
期
待
さ
れ
て
お
り
、
一
般
消
費
者

理
解
、
地
域
社
会
貢
献
へ
と
発
展
で

き
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

世
代
は
移
り
変
わ
り
、
時
代
背

景
、
情
報
集
約
力
、
先
進
事
例
、
多

様
な
ニ
ー
ズ
な
ど
に
よ
り
協
同
組
合

の
果
た
す
べ
き
役
割
を
再
度
考
え
直

し
、
原
点
で
あ
る
相
互
扶
助
の
継

承
、
組
織
力
、
事
業
集
結
力
を
実
現

さ
せ
る
た
め
、
対
話
を
通
じ
た
信
頼

関
係
に
よ
り
将
来
強
固
な
農
業
協
同

組
合
を
構
築
す
べ
く
積
極
的
な
活
動

を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
当

Ｊ
Ａ
事
業
を
支
え
て
い
る
正
組
合
員

の
ほ
か
、
准
組
合
員
の
皆
様
方
の
制

限
内
で
の
一
定
の
事
業
利
用
料
に
よ

り
運
営
し
て
お
り
ま
す
。
農
業
・
農

畜
産
物
を
通
じ
て
地
域
社
会
の
発

展
、
地
域
住
民
と
の
積
極
的
な
関
係

づ
く
り
が
こ
れ
か
ら
益
々
の
組
織
発

展
、
地
域
貢
献
へ
寄
与
す
る
取
り
組

み
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ゆ
え
に
、
農
協
に
課
せ
ら
れ
た

使
命
、
期
待
、
地
域
の
主
軸
団
体
と

し
て
の
責
務
、
基
幹
産
業
の
農
業
・

農
業
者
の
発
展
へ
役
職
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

本
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
大
き
な

災
害
も
な
く
、
農
作
業
事
故
無
く
、

組
合
員
皆
様
及
び
ご
家
族
が
ご
健
勝

で
豊
穣
の
秋
を
笑
顔
で
迎
え
、
今
後

更
な
る
発
展
と
成
長
を
目
指
す
希
望

あ
る
す
ば
ら
し
い
１
年
と
成
り
ま
す

よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
念
頭
の
挨
拶

と
致
し
ま
す
。
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昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
春
先

は
天
候
に
恵
ま
れ
、
概
ね
農
作
業
自

体
は
順
調
に
推
移
致
し
ま
し
た
が
、

初
夏
か
ら
の
旱
魃
に
よ
り
生
育
が
停

滞
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
７
月
中
下
旬

の
高
温
が
重
な
り
、
畑
作
物
や
野
菜

等
で
は
一
部
甚
大
な
被
害
が
発
生
致

し
ま
し
た
。
夏
場
以
降
の
生
育
状
況

は
回
復
傾
向
と
な
り
品
目
別
に
は
期

待
を
上
回
る
結
果
と
な
る
も
の
も
あ

り
ま
し
た
。

　

農
産
物
と
し
て
、
秋
ま
き
小
麦
に

つ
き
ま
し
て
は
、
播
種
作
業
は
順
調

に
進
み
、
根
雪
ま
で
の
積
算
気
温
が

平
年
よ
り
高
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
越

冬
前
の
茎
数
は
十
分
に
確
保
さ
れ
ま

し
た
。
越
冬
後
、
雪
腐
病
の
発
生
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
３
月
の
気

温
が
高
か
っ
た
た
め
、
起
生
期
は
平

年
よ
り
早
く
茎
数
は
多
い
状
況
で
推

移
致
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
積
算
気
温
と
日
照
時
間

が
平
年
並
み
で
推
移
し
、
開
花
期
も

天
候
に
恵
ま
れ
た
た
め
稔
実
粒
数
は

多
く
な
り
ま
し
た
が
、
７
月
の
高

温
・
旱
魃
に
よ
り
登
熟
期
間
が
短
く

な
り
、
き
た
ほ
な
み
と
は
る
き
ら
り

は
若
干
で
は
あ
り
ま
す
が
細
麦
傾
向

の
品
位
と
な
り
ま
し
た
。
収
量
は
平

年
を
大
き
く
上
回
り
製
品
反
収
は
、

き
た
ほ
な
み
10
・
33
俵
（
１
等
Ａ
ラ

ン
ク
）、
ゆ
め
ち
か
ら
10
・
23
俵
（
１

等
Ａ
ラ
ン
ク
）
と
豊
作
の
年
と
な
り

ま
し
た
。

　

て
ん
菜
に
つ
き
ま
し
て
は
、
播
種

作
業
・
移
植
定
植
作
業
は
早
く
始
ま

り
最
盛
期
は
平
年
並
み
と
な
り
ま
し

た
。
出
芽
は
お
お
む
ね
良
好
と
な
り

ま
し
た
が
４
月
30
日
の
大
雨
に
よ
り

低
地
土
の
直
播
圃
場
で
一
部
ク
ラ
ス

ト
に
よ
る
被
害
が
発
生
致
し
ま
し

た
。
６
月
以
降
の
高
温
・
旱
魃
の
影

響
に
よ
り
生
育
は
停
滞
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
８
月
以
降
は
回
復
し
、
反

収
６
・
89
ｔ
、
糖
分
16
・
２
％
と
平

年
を
上
回
る
糖
収
量
が
見
込
ま
れ
て

お
り
ま
す
。

　

馬
鈴
し
ょ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
植

付
作
業
は
平
年
よ
り
や
や
早
く
始
ま

り
萌
芽
期
ま
で
は
順
調
に
生
育
致
し

ま
し
た
が
、
６
月
か
ら
の
旱
魃
と
７

月
の
高
温
に
よ
り
早
生
系
品
種
で

は
、
肥
大
が
進
ま
ず
小
玉
傾
向
で
収

量
は
平
年
を
下
回
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
中
晩
生
品
種
に
つ
い
て

は
、
品
種
、
圃
場
毎
の
差
は
あ
る
も

の
の
、
高
温
・
旱
魃
の
影
響
は
少
な

く
平
年
並
み
の
収
量
と
な
り
ま
し
た

が
、
馬
鈴
し
ょ
全
体
と
し
て
は
平
年

を
下
回
る
収
量
と
な
り
ま
し
た
。

　

豆
類
に
つ
き
ま
し
て
は
、
好
天
に

よ
り
播
種
作
業
は
順
調
に
進
み
出
芽

も
良
好
と
な
り
ま
し
た
。
出
芽
後
も

気
温
・
日
照
時
間
に
恵
ま
れ
生
育
は

順
調
に
進
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
大

豆
、
小
豆
で
は
７
月
中
旬
以
降
の
高

温
・
旱
魃
に
よ
り
一
部
圃
場
で
は
花

落
ち
が
見
ら
れ
莢
数
は
平
年
よ
り
や

や
少
な
く
、
品
位
は
大
豆
、
小
豆
、

金
時
と
も
に
小
粒
傾
向
と
な
り
ま
し

た
。
収
穫
は
大
豆
が
平
年
よ
り
早

く
、
小
豆
は
平
年
よ
り
遅
い
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
が
、
大
豆
、
小
豆

の
反
収
に
つ
い
て
は
平
年
を
上
回
る

収
量
と
な
り
ま
し
た
。

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、
４
月
の
適
度

な
降
雨
と
高
い
気
温
に
恵
ま
れ
例
年

よ
り
早
い
収
穫
予
想
で
し
た
が
、
５

月
上
旬
か
ら
の
低
温
、
強
風
、
遅
霜

の
影
響
で
例
年
よ
り
10
日
ほ
ど
遅
い

５
月
７
日
頃
と
な
り
、
収
穫
時
期
は

週
末
に
な
る
と
低
温
に
な
る
な
ど
ア

ス
パ
ラ
の
生
育
環
境
に
は
厳
し
い
年

と
な
り
ま
し
た
。
販
売
単
価
は
１
，

５
０
０
円
／
kg
と
例
年
よ
り
高
値
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
面
積
の
減
少
に

よ
り
取
扱
量
は
１
割
程
度
減
少
と
な

り
ま
し
た
。
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
に
つ
き

ま
し
て
は
、
大
き
な
病
害
虫
の
発
生

も
な
く
取
扱
量
、
販
売
金
額
は
昨
年

並
み
と
な
り
ま
し
た
。
白
菜
に
つ
き

ま
し
て
は
７
月
の
高
温
と
過
去
に
な

い
旱
魃
の
影
響
で
の
芯
腐
れ
（
ア
ン

コ
）
発
生
に
よ
り
、
圃
場
に
よ
っ

て
は
夏
場
の
全
圃
場
が
廃
耕
と
な

る
被
害
が
発
生
し
、
取
扱
量
は
１
，

７
５
５
ｔ
（
前
年
比
89
％
）
と
な
り

ま
し
た
。
道
外
主
産
地
の
品
質
低
下

な
ど
の
販
売
環
境
の
追
い
風
も
あ

り
、
販
売
単
価
は
例
年
並
み
の
白
菜

が
平
均
73
円
／
kg
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

が
平
均
３
３
４
円
／
kg
と
両
品
目
と

も
に
販
売
高
は
１
億
円
台
を
維
持
す

る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

に
ん
に
く
は
、
一
昨
年
同
様
に
、

冬
期
間
の
積
雪
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
凍
害
に
よ
る
枯
死
株

や
生
育
不
良
株
が
発
生
し
、
さ
ら
に

６
～
７
月
の
旱
魃
の
影
響
に
よ
り
玉

の
肥
大
が
緩
慢
と
な
り
ま
し
た
。
入

荷
量
は
前
年
を
若
干
上
回
り
ま
し

が
、
総
体
的
に
小
玉
傾
向
と
な
り
ま

し
た
。

　

酪
農
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
述
し

た
影
響
下
の
中
、
町
内
の
生
乳
生
産

に
つ
き
ま
し
て
は
、
７
月
後
半
か
ら

８
月
初
旬
の
猛
暑
に
よ
り
一
時
減
少

し
た
も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
安
定

的
に
増
加
（
前
年
比
１
０
２
％
）
し

て
お
り
ま
す
が
、
乳
価
に
つ
い
て
は

乳
製
品
の
出
口
対
策
も
あ
り
プ
ー
ル

で
約
２
円
程
度
の
値
下
が
り
で
推
移

し
て
お
り
ま
す
。

　

個
体
販
売
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ホ

ル
雌
資
源
の
増
加
に
よ
り
市
場
へ
の

上
場
頭
数
が
増
加
、
ま
た
初
妊
牛
頭

数
が
増
加
し
た
こ
と
も
あ
り
値
下
が

り
と
な
り
、
肉
用
素
牛
に
つ
い
て
も

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
、
一
時
は
牛
肉
の
消
費
が
落
ち
込

み
枝
肉
価
格
の
低
下
も
あ
り
ま
し
た

が
、
国
の
対
策
も
あ
り
コ
ロ
ナ
禍
前

ま
で
持
ち
直
し
つ
つ
あ
る
状
況
で
あ

り
ま
す
。

　

昨
年
の
一
番
草
は
、
６
月
初
め
か

ら
収
穫
し
天
候
に
も
恵
ま
れ
収
量
は

や
や
少
な
い
も
の
の
良
質
で
あ
り
、

二
番
草
は
猛
暑
の
影
響
に
よ
り
収
量

が
少
な
い
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。
デ

ン
ト
コ
ー
ン
に
つ
い
て
は
例
年
に
比

べ
や
や
背
が
低
い
も
の
の
収
穫
も
順

調
に
進
み
良
質
で
あ
り
、
今
後
生
乳

需
給
バ
ラ
ン
ス
の
不
安
要
素
等
は
あ

り
ま
す
が
、
酪
農
家
皆
様
の
生
産
に

対
す
る
ご
努
力
・
酪
農
基
盤
の
強
化

に
よ
り
ま
し
て
、
生
乳
生
産
量
が
３

年
連
続
で
14
万
ト
ン
を
達
成
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

農
協
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨

年
総
会
に
て
皆
様
方
に
御
承
認
い
た

だ
き
ま
し
た
新
た
な
地
域
農
業
振
興

中
長
期
５
カ
年
計
画
に
基
づ
き
実
践

し
て
参
り
ま
す
。
前
計
画
の
課
題
、

問
題
を
洗
い
出
し
、
組
合
員
ア
ン

ケ
ー
ト
に
基
づ
く
重
要
課
題
の
整
理

し
た
中
で
の
実
践
で
あ
り
ま
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
長
期
化
に

よ
り
特
に
計
画
進
捗
に
注
意
を
払
い

な
が
ら
運
営
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
影

響
の
長
期
化
、
感
染
状
況
、
経
済
動

向
、
政
策
動
向
に
よ
り
農
畜
産
物
全

体
に
与
え
る
影
響
は
大
き
く
組
合
員

皆
様
方
の
生
産
に
対
す
る
不
安
、
消

費
拡
大
運
動
に
対
し
当
Ｊ
Ａ
と
し
て

も
系
統
と
歩
調
を
合
わ
せ
最
大
限
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
組
合
員
皆
様

方
が
安
心
し
て
生
産
し
安
定
的
に
持

続
可
能
な
経
営
が
行
な
え
る
よ
う
役

職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　　

本
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
大
き
な

災
害
も
な
く
、
農
作
業
事
故
無
く
、

組
合
員
皆
様
及
び
ご
家
族
が
ご
健
勝

で
豊
穣
の
秋
を
笑
顔
で
迎
え
、
今
後

更
な
る
発
展
と
成
長
を
目
指
す
希
望

あ
る
す
ば
ら
し
い
１
年
と
成
り
ま
す

よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
念
頭
の
挨
拶

と
致
し
ま
す
。
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11
月
８
日
か
ら
12
月
28
日
の
日
程
で

『
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
応
援
フ
ェ
ア
』
を
当

Ｊ
Ａ
主
催
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
趣
旨
に
賛
同

い
た
だ
い
た
清
水
町
内
の
参
加
協
力
17

店
舗
へ
当
Ｊ
Ａ
よ
り
特
産
品
（
十
勝
清

水
に
ん
に
く
、
十
勝
若
牛
）
を
無
償
提

供
す
る
こ
と
で
新
た
に
創
造
す
る
料
理

開
発
に
貢
献
し
、
地
域
活
性
化
を
図
る

他
、
環
境
に
配
慮
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達

成
や
脱
炭
素
に
取
り
組
み
な
が
ら
コ
ロ

ナ
禍
で
も
開
催
が
可
能
な
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
を
主
と
し
た
内
容
で
行
い
、
開
催
期

間
中
は
、
当
Ｊ
Ａ
の
特
産
品
な
ど
が
当

る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

容
器
の
洗
浄
と
回
収
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
利
用
者
の
方
に
10
％
割
引
券
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
す
る
な
ど
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
で
し
た
が
、
生

産
者
と
一
体
と
な
っ
て
環
境
に
配
慮

し
、
地
域
を
支
え
る
飲
食
店
と
地
域
医

療
従
事
者
へ
の
支
援
と
な
る
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
取
組
み
を
積
極

的
に
行
っ
て
参
り
ま
す
。

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
応
援
フ
ェ
ア

医療法人　前田クリニック
前田  憲志 院長

医療法人社団 星光会 御影診療所
荒井 正昭 院長

医療法人社団　だい内科
臺　一泰 院長

主催者・共催者 ( 主催 : ＪＡ十勝清水町・蔬菜振興会にんにく部会・十勝
若牛生産組合・清水町 共催 : 清水町商工会・清水町観光協会 ) より医療機
関関係者代表の 清水赤十字病院 藤城 貴教 院長へ無料引換券を贈呈

経
済
部  

大
感
謝
祭

　

11
月
18
・
19
日
、
生
産
資
材
店
舗
・

倉
庫
前
に
て
、
組
合
員
の
経
済
事
業
へ

の
ご
利
用
・
ご
協
力
に
感
謝
し
「
大
感

謝
祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
防
止
の
た

め
地
区
ご
と
の
日
程
を
設
け
て
、

各
メ
ー
カ
ー
か
ら
は
、
自
動
車
・
カ
ー

用
品
・
バ
ッ
テ
リ
ー
・
ガ
ス
器
具
・
ス

ト
ー
ブ
・
ト
ラ
ク
タ
ー
・
作
業
機
・
エ

具
類
・
焼
却
炉
・
除
雪
機
・
消
耗
品
等
、

経
済
部
よ
り
防
寒
衣
類
・
防
寒
長
靴
・

ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
、
企
画
室
よ
り
各
種
加

工
品
な
ど
、
盛
沢
山
の
内
容
と
な
り
ま

し
た
。

　

普
段
直
接
触
れ
る
機
会
の
無
い
機
器

等
の
実
物
を
前
に
、
メ
ー
カ
ー
の
担
当

者
と
具
体
的
な
相
談
が
出
来
る
機
会
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

8おうし座
(4/20 ～ 5/20)

【全体運】好調運です。やりたいことをリストにし今年の目標を立てて。実り多い年にできます。技術の取得にツキあり
【健康運】痛いところがあるときは無理をしないこと　【幸運の食べ物】ヒラメ  １月の運勢ふたご座

(5/21 ～ 6/21)
【全体運】つい、うっかりしてしまいがち。安全点検はしっかりと。いつも使う物は特に入念に手入れをしておきましょう
【健康運】記録にこだわり過ぎず運動を楽しんで　【幸運の食べ物】チコリ １月の運勢

令和４年　年頭にあたり令和４年　年頭にあたり

　
　
　
　
　
　

令
和
４
年
の
年
頭
に
あ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　

北
海
道
農
業
協
同
組
合
中
央
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
表
理
事
会
長　

小
野
寺　

俊
幸

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

組
合
員
並
び
に
役
職
員
の
皆
様
に

は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
そ
の
苦

境
に
も
負
け
ず
、
日
々
営
農
に
更
に

邁
進
さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
存
じ

ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
農
業
の
振
興
や
地
域

社
会
の
発
展
に
向
け
、
日
頃
よ
り
多

大
な
ご
尽
力
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

対
し
て
も
、
改
め
て
敬
意
と
感
謝
を

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
の
本
道
農
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
春
先
は
天
候
に
恵
ま
れ
順
調
に

推
移
し
た
も
の
の
、
７
月
～
８
月
に

か
け
て
の
長
期
間
の
猛
暑
や
少
雨
に

よ
る
干
ば
つ
、
ま
た
、
９
月
に
発
生

し
た
雹
や
大
雨
に
よ
り
、
一
部
の
地

域
や
作
物
に
よ
っ
て
は
、
生
育
が
大

変
、
心
配
さ
れ
た
も
の
の
、
お
お
む

ね
平
年
作
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
一
昨
年
か
ら
引

き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
と

の
戦
い
が
長
期
化
し
、
今
ま
で
の
日

常
と
は
大
き
く
変
化
し
た
１
年
で
あ

り
ま
し
た
。
農
業
分
野
に
お
い
て
も

例
外
で
は
な
く
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
自

粛
、
外
食
の
需
要
減
少
等
の
影
響
に

よ
り
、
各
作
物
の
消
費
に
大
き
な
影

響
が
出
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
作
物
ご
と
の
実
態
を
踏
ま

え
た
、
国
産
・
道
産
農
畜
産
物
の
需

要
喚
起
・
消
費
拡
大
を
図
る
と
と
も

に
、
外
国
人
技
能
実
習
生
が
入
国
に

も
影
響
が
あ
り
、
農
作
業
の
人
材
確

保
に
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
北
海
道
、
全
国
連
と
も

連
携
し
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
と

し
て
し
っ
か
り
と
そ
の
対
応
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
は
第
30
回
の
Ｊ
Ａ
北
海
道
大

会
を
開
催
し
、「
北
海
道
５
５
０
万

人
と
共
に
創
る
『
力
強
い
農
業
』
と

『
豊
か
な
魅
力
あ
る
地
域
社
会
』
の

達
成
」
と
い
う
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
が
決

議
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
や
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対

応
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献
、
信
用
・

共
済
事
業
を
は
じ
め
と
し
た
Ｊ
Ａ
経

営
を
取
り
巻
く
事
業
環
境
へ
の
対
応

な
ど
、
北
海
道
農
業
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
北
海
道
を
取
り
巻
く
環
境
が
急
激

に
変
化
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
環

境
に
適
応
し
て
い
く
に
は
、
改
め

て
、
協
同
組
合
運
動
の
原
点
で
あ
る

「
対
話
」
を
通
じ
て
、
実
践
方
策
を

設
定
し
、
実
践
と
改
善
を
く
り
返
す

こ
と
で
、
変
化
の
波
を
Ｊ
Ａ
運
営

に
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
組
合
員
・
役
職
員
が
一

丸
と
な
っ
て
し
っ
か
り
と
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま

す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
は

壬
寅
年
で
す
。
十
干
の
「
壬
」
は

陽
気
を
下
に
宿
す
と
い
う
意
味

を
持
っ
て
お
り
、
生
命
の
誕
生
を

宿
す
意
味
を
表
し
ま
す
。
一
方
、

十
二
支
の「
寅
」に
も
壬
と
同
様
で
、

草
花
が
伸
び
よ
う
と
す
る
状
態
を

表
し
て
い
ま
す
。
こ
の
謂
わ
れ
に

あ
や
か
り
、
本
年
が
豊
穣
の
年
と

な
る
こ
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
の
１
日
も
早
い
終
息
と
皆
様
の

ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年

頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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帯広畜産大学　グローバルアグロメディシン研究センター

教授
　谷　昌幸　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　
1968 年大阪市生まれ

　　　　　　　　　　　　　　1995 年帯広畜産大学助手着任、
　　　　　　　　　　　　　　2015 年から現職

十勝清水町の土壌断面十勝清水町の土壌断面
川沿いの低地に分布する褐色低地土川沿いの低地に分布する褐色低地土

　

十
勝
地
域
に
は
「
河
岸
段
丘
」
と
呼
ば
れ
る
地
形

が
発
達
し
て
お
り
、
段
丘
の
ど
の
位
置
か
に
よ
っ

て
土
壌
の
成
り
立
ち
や
特
性
が
大
き
く
異
な
り
ま

す
。
河
岸
段
丘
と
は
、
川
の
流
れ
に
沿
っ
て
で
き
た

階
段
状
の
地
形
の
こ
と
で
あ
り
、
川
と
同
じ
高
さ
の

低
地
、
低
地
か
ら
一
段
上
が
っ
た
低
位
段
丘
、
さ
ら

に
上
が
っ
た
中
位
段
丘
や
高
位
段
丘
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
十
勝
地
域
は
地
盤
が
全
体
的
に
隆
起
し
続
け
て

お
り
、
地
盤
が
上
が
っ
て
川
が
地
面
を
削
り
取
る
こ

と
で
階
段
状
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
低
位
段
丘
は
約

１
万
年
前
、
中
位
段
丘
や
高
位
段
丘
は
数
万
年
か
ら

数
十
万
年
前
に
隆
起
し
た
場
所
に
な
り
ま
す
。

　

十
勝
清
水
町
に
は
、
十
勝
川
や
サ
ホ
ロ
川
な
ど
の

大
き
な
川
が
流
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
川
と
同
じ
高

さ
の
場
所
に
は
低
地
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
低
地
に

は
、
川
が
し
ば
し
ば
氾
濫
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
上
流

か
ら
運
ば
れ
て
き
た
土
砂
が
堆
積
し
、
平
坦
な
氾
濫

原
と
い
う
地
形
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。
川
沿
い
の
低

地
に
平
ら
な
畑
が
多
い
の
は
皆
さ
ん
も
ご
存
知
で
す

よ
ね
。

　

十
勝
清
水
町
は
十
勝
川
の
上
流
に
近
い
の
で
、
粗

い
砂
や
礫
な
ど
が
堆
積
し
ま
す
。
中
流
の
幕
別
町
な

ど
で
は
細
か
い
砂
と
粘
土
、
下
流
の
豊
頃
町
な
ど
で

は
非
常
に
細
か
い
粘
土
が
堆
積
し
ま
す
。
同
じ
低
地

で
も
、
川
の
上
流
と
下
流
で
は
堆
積
物
の
粒
の
大
き

さ
が
異
な
る
の
で
す
。

　

十
勝
川
左
岸
（
北
松
沢
）
の
Ｍ
農
場
コ
ム
ギ
跡
圃

場
で
土
壌
断
面
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
川
が
運
ん
で

川
と
同
じ
高
さ
の
低
地

き
た
土
砂
か
ら
で
き
た
「
褐
色
低
地
土
」
と
呼
ば
れ

る
土
壌
で
す
。

　

表
面
か
ら
深
さ
39
㎝
ま
で
は
プ
ラ
ウ
で
耕
起
さ
れ

た
層
で
、
上
か
ら
Ap
１
層
、
Ap
２
層
、
Ap
３
層
の
３

層
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
ど
の
層
も
砂
が
多
く
、
や
や

暗
色
な
の
で
腐
植
物
質
を
多
少
は
含
ん
で
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
た
だ
し
、
基
本
的
に
は
砂
質
で
陽

イ
オ
ン
交
換
容
量
（
Ｃ
Ｅ
Ｃ
）
は
低
く
て
保
肥
力
が

弱
い
た
め
、
肥
料
や
生
堆
肥
な
ど
を
大
量
に
施
用
す

る
と
流
れ
出
て
し
ま
う
危
険
性
が
高
く
、
と
く
に
窒

素
肥
料
は
数
回
に
分
け
て
施
用
し
た
り
、
緩
効
性
肥

料
を
併
用
し
た
り
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
土
壌
硬
度
計
で
硬
さ
を
測
っ
た
と
こ
ろ
、

Ap
１
層
と
Ap
２
層
は
20
未
満
と
軟
ら
か
い
の
に
対

し
、
Ap
３
層
は
26
と
非
常
に
硬
く
、
プ
ラ
ウ
に
よ
る

練
り
返
し
で
耕
盤
層
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
こ
の
Ap

３
層
が
表
面
か
ら
入
る
水
の
排
水
性
を
悪
く
し
て
い

る
可
能
性
が
高
く
、
土
壌
が
乾
い
て
い
る
時
に
深
さ

40
㎝
位
ま
で
心
土
破
砕
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

下
層
に
目
を
向
け
る
と
、
深
さ
70
㎝
あ
た
り
か
ら

下
の
Cg
層
は
赤
っ
ぽ
い
色
と
灰
色
っ
ぽ
い
色
の
土
壌

が
ま
だ
ら
模
様
に
な
っ
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。

「
斑
鉄
」
と
呼
ば
れ
、
こ
の
断
面
で
は
根
の
跡
な
ど

に
管
状
の
斑
鉄
が
あ
る
の
で
、
地
下
水
が
上
が
っ
て

く
る
こ
と
に
よ
り
で
き
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
逆
に

言
え
ば
、
表
面
か
ら
深
さ
70
㎝
ま
で
は
地
下
水
の
影

響
を
あ
ま
り
受
け
て
お
ら
ず
、
酸
素
が
十
分
に
あ
る

の
で
作
物
の
根
が
入
り
や
す
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。

礫
も
見
当
た
ら
ず
、
耕
盤
層
さ
え
壊
せ
ら
れ
ば
、
ク

セ
の
少
な
い
扱
い
や
す
い
土
壌
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。　

砂
質
な
褐
色
低
地
土

下
層
に
は
地
下
水
に
よ
る
斑
鉄

十勝川

低地

低位段丘

中位段丘

高位段丘

十勝・清水町における河岸段丘の模式図

河
岸
段
丘
の
位
置
に
よ
っ
て
土
壌
が
異
な
る

11

十勝川左岸（北松沢）の低地

　長い時間をかけて、各プレートが移動
し隆起した大地を、十勝川をはじめとし
た川が削り取ることで、清水町特有の段
丘が出来上がっており、地域ごとに土壌
断面も大きく異なっています。

　各土壌の特徴を把握して、持続的な営
農へ向けた圃場管理へ繋げましょう。

Ａｐ層

Ｃｇ層

ＣＥＣ

土壌硬度

Ａｐ１Ａｐ１

Ａｐ２Ａｐ２

Ａｐ３Ａｐ３

ＣＣ

ＣｇＣｇ

Ａ層は

ｐは　

Ｃ層は

ｇは

国土交通省北海道開発局帯広開発建設部ウェブサイト
https://www.hkd.mlit.go. jp/ob/tisui/kds/pamphlet/tabi/
ctll1r00000038me.html(時をこえて十勝の川を旅しよう！ )より

土壌断面最上部にあリ、植物の根や残渣
の供給を受け、それが腐植となって暗
色、黒色を呈している層位。
その層位が人為的に耕起、攪袢されてい
ることを示す。

土壌生成作用をほとんど受けていない母
材からなる層位。
土壌中の鉄が酸素欠乏状態で灰色となっ
ていることを示す。

土壌が石灰や苦土、カリウムなどの肥料
成分を吸着保持できる最大量のこと。

21 以上で作物根の伸長が阻害され、
25 ではほとんど伸長できない。

プレート移動で隆起し形作られた
北海道・十勝の地層イメージ

しし座
(7/23 ～ 8/22)

【全体運】「いつもと同じ」が幸運のキーワード。伝統や習慣を大切に。手間のかかる作業を丁寧に進めれば問題も解決へ
【健康運】好きな運動ほど健康効果が高そう。楽しんで　【幸運の食べ物】小松菜 １月の運勢 かに座

(6/22 ～ 7/22)
【全体運】交友関係が活発化。1 人では難しいことも協力者を募れば何とかなります。知恵を借りるときは謙虚に話を聞いて
【健康運】食事はバランス良く。野菜多めが◎　【幸運の食べ物】フキのとう  １月の運勢
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しみず有機の委託散布を利用してみませんか？しみず有機の委託散布を利用してみませんか？

散布料金

散布時期 ４月～ 10 月頃
※申し込み状況や天候により散布ができない場合がありますので
　ご了承ください。

散布機械 牽引式ライムケーキスプレッダー
◎散布に使用するしみず有機は、堆肥化施設から
　圃場や倉庫に直接配送します。購入済みのもの
　を散布することもできますのでご相談ください。
◎しみず有機は 500kg 単位での購入となります
　ので、ご了承ください。
◎牧草新播はタイヤ跡や捲る可能性があるため
　散布できません。

　　お問い合わせ・ご相談は、経営指導課まで
　　電話：0156-62-2163　ＦＡＸ：0156-62-6223

窒素 リン酸 カリウム Ｃ / Ｎ比 水分
2.2％ 5.0％ 3.0％ 10 22.7％

カルシウム マグネシウム 鉄 マンガン 亜鉛 銅
16.7％ 1.9％ 0.4％ 566ppm 445ppm 64ppm

★しみず有機の成分と効果★

申込み面積 散布料金
（10a あたり）

1 0 h a 以 下 600 円
1 0 ～ 3 0 h a 500 円
3 0 h a 以 上 400 円

※税別、品代別です。
　一年間の合計散布面
　積で精算致します。

●十分に腐熟化させているので、不快臭や雑草、病原菌の心配がありません。
●土壌への有機物の施用は、土壌中の中小生物や微生物の活性を高め、病原菌や有
　害微生物の増殖を抑制します。
●腐熟化した堆肥に含まれる物質は、土壌の通気性、透水性、保湿性を高め、団粒
　化構造の発達を促進します。また、緩衝力や保肥性を高め、植物への養分可給性
　や生理活性を向上させる働きがあります。
●しみず有機に含まれるリン酸、カリウム、カルシウム、マンガンは 95％以上、
　マグネシウム、亜鉛は約 80％、鉄は約 30％以上が水溶性またはク溶性です。

タンク容量…しみず有機 2.5t　　散布時間…約 10 分 /ha

　・固定資産取得 ( 経済部農薬貯蔵施設）
　・十勝乳温遠隔監視記録システム情報端末の更新　
　・令和２年産澱原馬鈴薯共計本精算の取進め
　・令和３年産食用加工馬鈴薯共計概算金の取進め
　・令和３年産甜菜の出荷状況
　・令和３年産甜菜全道共計概算金
　・令和３年産甜菜貯蔵手当て年内支払い
　・令和３年産交付金大豆の調整方針
　・令和３年産小麦品位格付け係数 ( 個別配分 ) の設定
　・令和３年産小麦品代概算金
　・令和３年産小麦タンパク格差金

　長年にわたりご指導いただきありがとうござ
いました。組合員の皆様の今後の発展とご健勝
をお祈りしています。

令和３年１０月３１日付　
御影支所　管理金融　石 原 瑞 己

令和３年１２月３１日付　
金融部　信用貯金課　川 島 香 織
農産部 西十勝農業センター 小 林 宏 匡
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　理　事　会　の　動　き　

① 

Ｓ
61
年
５
月
17
日
（
35
歳
）

② 

清
水
町

③ 

清
水
高
等
学
校
・
帯
広
高
等
技
術
専
門
学
院

④ 

ド
ラ
イ
ブ
・
バ
イ
ク

  

⑤  

生
産
者
か
ら
消
費
者
を
つ
な
ぐ

担
い
手
と
し
て
安
全
安
心
の
食

を
提
供
で
き
る
よ
う
頑
張
ら
せ

て
頂
き
ま
す
の
で
、
皆
様
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

組
合
員
の
皆
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

農産部　農産課

三
み か み

上　文
ふみかず

一

《
質
問
事
項
》
①
生
年
月
日 

②
出
身
地 

③
出
身
校 

④
趣
味
・
特
技 

⑤
抱
負
を
一
言

（
令
和
３
年
11
月
１
日
採
用
）

お世話になりました

 ● 付議事項 ● 付議事項

 ● 協議事項 ● 協議事項

　　・( 有 ) 清水町農業サポートセンター株式取得に関して
　・組合と理事との利益相反取引 ( 経営所得安定対策 )
　・令和３年度農薬年度対策費の支出
　・固定資産の取得 ( 経済部定期配送車）
　・出資金の一部譲渡
　・地域別懇談会の議案
　・年末手当の支給について

第７回（１１月２６日 開催）

　・記載組合員の加入脱退
　・令和３年産豆類の集荷状況
　・令和３年産にんにく共計概算金の取進め
　・令和３年産野菜主要 3 品の取扱状況
　・土壌病害虫対策事業の状況
　・生乳出荷、乳質状況
　・( 株 ) 十勝清水フードサービス第２四半期仮決算

 ● 報告事項 ● 報告事項

 ● 付議事項 ● 付議事項

 ● 協議事項 ● 協議事項

第８回（１２月２４日 開催）

 ● 報告事項 ● 報告事項

　　・組合と理事との利益相反取引
　・次期生乳安定生産対策に係る概算予算措置
　・令和４年営農計画書基準単価設定
　・令和４農薬年度奨励対策
　・文書管理規程の改正及び電子取引データ取扱要領の制定
　・出資金の一部譲渡

　　・地域別懇談会の意見集約

　　・会計監査人再任の内定報告
　・組合員の加入及び脱退
　・令和３年産小麦 2 次概算及び現物取引麦 1 次概算
　・令和３年産甜菜生産量実績
　・令和３年産直播たまねぎ試験栽培の結果
　・令和２年産小麦全道共計本精算
　・令和２年産大豆全道共計本精算
　・令和２年産澱原馬鈴しょ共計本精算
　・令和２年産にんにく共計本精算
　・生乳出荷 ､ 乳質状況
　・活力ある職場づくりに向けた労務環境等に係る自主点検
　・令和３年産農協取扱高調査

13 おとめ座
(8/23 ～ 9/22)

【全体運】少し暴走気味の傾向はあるものの発展的。周囲の意見を聞くよう心掛けて。一緒に喜んでくれる人がいるのが大事
【健康運】あったか靴下で足元を冷えからガード　【幸運の食べ物】ヤマトイモ  １月の運勢てんびん座

(9/23 ～ 10/23)
【全体運】にぎやかなお正月に。忙しさはあるものの周囲の笑顔があなたを幸せな気持ちにしてくれます。連絡は小まめに
【健康運】グループで運動を楽しみながら健康維持　【幸運の食べ物】ダイコン １月の運勢
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11
月
16
日

(
火)
札
幌
市
中

央
区
共
済
ホ
ー

ル
で
、
第
30
回

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
が
開
催
さ
れ
、
氷
見

組
合
長
が
代
表
し
て
参
加
し
、
Ｊ
Ａ
・

青
年
部
・
女
性
部
の
役
員
と
各
部
長
が

Ｗ
ｅ
ｂ
に
て
Ｊ
Ａ
会
議
室
か
ら
参
加
し

ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

北
海
道
全
体
で
、

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
実

現
へ
今
後
３
年
間

を
展
望
し
、
意

識
・
目
線
を
統
一

さ
せ
る
こ
と
が
開

催
の
趣
旨
と
な
り

ま
す
。

基
本
目
標
１
、

　

Ｊ
Ａ
運
営
の
好

　

循
環
に
向
け
て

　

の
実
践
に
つ
い

　

て
基
本
目
標
２
、

　

Ｊ
Ａ
運
営
を
支

　

え
る
基
盤
の
強

　

化
に
つ
い
て

を
確
認
し
た
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

第
30
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会

　

12
月
１
日
か
ら
３
日
ま
で
の
３
日
間

地
域
別
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
、
リ
ス
ク
を
踏
ま
え
て
最

小
限
の
開
催
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
例

年
行
っ
て
い
た
10
会
場
を
２
班
編
成
で

各
集
団
へ
訪
問
の
形
へ
戻
っ
て
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
か
ら
は
、

に
つ
い
て
説
明
し
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て

質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
別
懇
談
会

・
堆
肥
化
施
設
で
の
農
プ
ラ
受
入

・
清
水
町
用
地
交
換

・
農
薬
貯
蔵
施
設
取
得
計
画 

・
乳
温
記
録
端
末
の
更
新

・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
関
連

・
企
画
室
関
係
２
件

・
農
産
部
関
係
６
件

・
畜
産
部
関
係　

 

酪
農
情
勢 

・
そ
の
他

　

令
和
３
年
度
清
水
町
中
央
公
民
館
講

座
と
し
て
「
し
る
し
る
清
水
教
室
」
が
、

10
月
17
日（
日
）清
水
町
文
化
セ
ン
タ
ー

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

清
水
町
に
転
入
し
て
３
年
以
内
の
町

民
を
対
象
に
全
５
回
開
催
の
内
、
第
２

回
の
今
回
は
「
農
業
」
を
テ
ー
マ
に
講

座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
文

化
セ
ン
タ
ー
に
て
座
学
で
の
説
明
の
の

ち
、
町
内
の
農
場
・
牧
場
で
現
地
見
学

を
行
い
ま
し
た
。
受
講
者
か
ら
は
、「
農

業
や
農
協
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」「
子
牛

が
数
力
月
で
大
き
く
な
る
こ
と
に
驚
き

ま
し
た
」「
間
近
で
牛
を
見
る
こ
と
が

で
き
て
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
」
な

ど
の
声
が
聞
か
れ
大
変
好
評
の
う
ち
に

終
了
し
ま
し
た
。　

し
る
し
る
清
水
教
室
「
農
業
」
講
座

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
農
薬
散
布

　

11
月
上
旬
、
秋
播
小
麦
の
雪
腐
病
防

除
の
た
め
の
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

る
農
薬
散
布
を
取
り
ま
と
め
に
対
応
し

て
行
い
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
播
種
以
降
も
管
理
作
業
は

比
較
的
順
調
に
進
み
、
当
初
の
ヘ
リ
防

除
は
お
お
む
ね
予
定
通
り
で
し
た
が
、

防
除
後
の
降
雨
が
多
く
、
中
旬
に
再
度

散
布
を
行
う
判
断
を
さ
れ
た
方
も
多

く
、
追
加
防
除
の
圃
場
も
発
生
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

令
和
４
年
産
の
良
質
小
麦
生
産
に
向

け
、
収
穫
ま
で
の
各
種
管
理
作
業
を
コ

ス
ト
も
考
慮
し
な
が
ら
で
き
得
る
対
応

を
行
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

牛乳／乳製品の消費拡大牛乳／乳製品の消費拡大

さそり座
(10/24 ～ 11/22)

【全体運】少し遠出をして行動範囲を広げると幸運をキャッチできます。小旅行も吉。手紙やメールの返信は早めに
【健康運】食事は目でも楽しみ、腹八分目を心掛けて　【幸運の食べ物】ミカン  １月の運勢いて座

(11/23 ～ 12/21)
【全体運】先を急ぐあなたに周りが右往左往。多少言い争いはあるものの楽しい期間です。話を聞く耳を持つともっと発展的に
【健康運】力を出せます。動き過ぎには気を付けて　【幸運の食べ物】シュンギク １月の運勢

2J-MILK REPORT Vol.42 AUTUMN 2021

● 生産者の生産意欲の減退と、これまで業界一体となって強化してきた
生乳生産基盤を損なう減産に直結する恐れ。

● 減産となると、コロナ後の需要回復に応えられなくなるとともに、夏場
の需要期を中心に生乳の不足基調がさらに強まる恐れ。

● 牛乳乳製品価格への影響や食品廃棄ととらえられ、業界のイメージ低下
につながる恐れ。

※2021年10月1日公表「Ｊミルク需給見通し」からの推計値

処理不可能乳を発生させてはいけない!
年末年始に想定される処理不可能乳は「約5,000トン※」です。

　新型コロナウイルスの影響が続く中、牛乳乳製品の需要はまだ

回復していません。このままでは、牛乳消費が落ち込む年末年始や

春休みの学乳休止期に、全国の乳製品工場の処理能力を超える

加工処理生乳の発生が危惧されます。大切な生乳生産基盤を維持

するため、酪農乳業関係者一人ひとりの行動が必要です。

全国の酪農乳業関係者、
一人ひとりの力が必要です。

大切なお願い

全ての皆さまへ まずは年末年始、毎日牛乳買いに行こう！

※業界関係者自らが取り組む「#１日１L」運動の詳細は、近日中に公開します。

一時的な生乳出荷抑制への取り組みを行う生産者への
支援と、関係団体・乳業者が実施する消費促進への
取り組み支援をはじめ、Jミルクでも業界が一体となって
取り組めるための施策を推進します。

Ｊミルクも皆さまと共に行動します
詳細はこちら
（緊急説明会の
動画あり）

みんなでこの難局を乗り越えよう

乳業メーカーの皆さまへ

● 製品における生乳使用率の引き上げ
● 乳製品工場のフル稼働
● 積極的な販促活動

指定団体および
乳業メーカーの皆さまへ

両者が連携し、各乳業工場や
クーラーステーションにおける
貯乳能力のフル活用

酪農家の皆さまへ

早期（適正）乾乳・治療や出荷予定牛の早期（繰上）出荷、全乳
哺育や早期販売など、酪農経営や乳牛にダメージを与えない

● 不需要期の一時的な生乳出荷抑制（12月下旬～1月上旬）

#１日１L※

ミルクランド北海道による消費拡大への取り組みチラシ

Ｊミルク（一般社団法人 J ミルク）からの生乳需給に関する大切なお願い
　　　　　　（詳細はホームページもご確認ください）

十勝管内ＪＡ・連合会向けの取り組み案内

　

年
末
年
始
は
も
ち
ろ
ん
、
３
月
末
も
含
め
て

牛
乳
／
乳
製
品
の
消
費
拡
大
が
大
変
重
要
な
情

勢
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
全
体
の
取
り
組
み
は
も
ち
ろ

ん
、
業
界
・
消
費
者
も
一
体
と
な
っ
た
取
り
組

み
と
な
る
よ
う
、
運
動
と
し
て
声
か
け
を
継
続

し
て
い
き
ま
す
。

「
牛
乳
／
乳
製
品　

消
費
拡
大
運
動
」
に
つ
い
て

15



Ｊ
Ａ
青
年
部
子
供
農
作
業
体
験

　

10
月
18
日
（
月
）
Ｊ
Ａ
青
年
部
（
澁

谷
耕
大
部
長
）
は
御
影
小
学
校
の
児
童

を
対
象
に
子
供
農
作
業
体
験
を
行
い
ま

し
た
。（
※
写
真
②
）

　

当
日
は
、
御
影
小
の
３
年
生
（
児
童

23
名
＋
教
員
２
名
）
に
青
年
部
員
13
名

が
対
応
し
、
佐
藤
章
裕
さ
ん
の
て
ん
菜

圃
場
に
て
、
収
穫
、
機
械
の
説
明
・
見

学
、
質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

　

収
穫
体
験
で
は
、
実
際
に
て
ん
菜
を

手
作
業
で
掘
る
作
業
を
体
験
し
、
掘
っ

た
ビ
ー
ト
の
大
き
さ
を
競
う
等
と
て
も

楽
し
そ
う
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

Events,News,TopicsEvents,News,Topics

16やぎ座
(2/22 ～ 1/19)

【全体運】ハッピーな年明けです。あなたの行動が周りの人も幸せな気分に。楽しい予定を立てて。人の世話を焼くのも◎
【健康運】頭や首のつぼを刺激してストレスを軽減　【幸運の食べ物】ハクサイ  １月の運勢

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
年
金
相
談
会

　

11
月
18
日
（
木
）
金
融
部
信
用
貯
金

課
主
催
の
年
金
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。（
※
写
真
①
）

　

例
年
同
様
に
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
か
ら
社
会

保
険
労
務
士
を
派
遣
頂
き
、
近
く
年
金

受
給
が
始
ま
る
組
合
員
は
も
ち
ろ
ん
、

町
内
へ
も
新
聞
折
込
広
告
を
用
い
て
周

知
し
、
予
約
頂
い
た
方
が
多
数
お
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
時
間
を
定
め
て
来
協
頂

き
ま
し
た
。

　

安
心
・
安
定
し
た
受
給
と
な
る
よ

う
、
参
加
者
と
社
労
士
が
、
保
険
料
納

付
状
況
な
ど
必
要
な
情
報
を
確
認
し
な

が
ら
、
受
給
ま
で
の
具
体
的
な
相
談
を

行
う
事
が
出
来
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
女
性
部
む
ら
さ
き
会
第
２
回
研
修
会

　
『
お
花
』
と
『
ふ
ま
ね
っ
と
』
で

　
　
　

   

心
も
身
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
む
ら
さ
き
会
（
佐
藤
恵

子
会
長
）
は
11
月
12
日
に
第
２
回
研
修

会
を
開
き
、
会
員
18
名
が
参
加
し
ま
し

た
。（
※
写
真
③
）

　

午
前
中
は
、
会
員
か
ら
毎
回
好
評
を

得
て
い
る
オ
ア
シ
ス
を
使
っ
た
『
お

花
』
の
研
修
会
で
す
。
む
ら
さ
き
会
で

は
、
す
っ
か
り
定
番
と
な
っ
た
こ
の
研

修
会
に
、
今
回
も
平
野
真
実
さ
ん
を
講

師
と
し
て
お
迎
え
し
、
優
し
く
、
丁
寧

な
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
色
と
り
ど
り
の
お
花
を

自
由
に
生
け
て
い
き
、
時
々
「
先
生
こ

の
お
花
は
ど
こ
に
生
け
た
ら
良
い
で
す

か
？
」
と
積
極
的
に
質
問
す
る
様
子
も

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
む
ら
さ
き
会 

副
会
長
の

山
本
京
子
さ
ん
が
講
師
と
な
り
『
ふ
ま

ね
っ
と
』
で
身
体
を
動
か
し
ま
し
た
。

　

最
初
は
、
簡
単
な
ス
テ
ッ
プ
を
山
本

さ
ん
の
掛
け
声
に
合
わ
せ
て
床
に
敷
い

た
網
を
踏
ま
な
い
よ
う
に
進
み
ま
す
。

　

前
の
移
動
だ
け
だ
っ
た
ス
テ
ッ
プ
か

ら
横
の
移
動
も
加
わ
る
よ
う
に
な
る
と

「
あ
っ
！
間
違
え
ち
ゃ
っ
た
！
」「
次

は
、
ど
っ
ち
の
足
だ
っ
け
？
」
と
皆
さ

ん
頭
を
悩
ま
せ
な
が
ら
足
を
進
め
て
い

ま
し
た
。

　

童
謡
の
『
う
さ
ぎ
と
か
め
』
や
『
た

き
び
』
の
歌
に
合
わ
せ
た
ス
テ
ッ
プ
を

１
人
ず
つ
山
本
さ
ん
よ
り
丁
寧
に
教
え

て
も
ら
い
、
成
功
し
て
も
失
敗
し
て
も

終
始
楽
し
そ
う
な
雰
囲
気
で
研
修
会
を

終
え
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
会
員
は『
お
花
』と『
ふ

ま
ね
っ
と
』
で
心
も
身
体
も
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
た
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
30
日(

火)

女
性
部
加
工
サ
ー

ク
ル(

佐
藤 

幸
江 

会
長)

は
、
昨
年

度
コ
ロ
ナ
禍
で
見
合
わ
せ
と
な
っ
た
五

目
の
具
作
り
を
、
感
染
対
策
に
十
分
配

慮
し
な
が
ら
開
催
し
ま
し
た
。

（
※
写
真
④
）

　

今
回
は
５
名
の
会
員
が
集
ま
り
朝
９

時
か
ら
作
業
を
開
始
。
大
量
に
用
意
さ

れ
た
材
料
を
６
回
分
に
等
分
し
て
調
理

し
て
い
き
ま
す
。
食
材
の
切
込
み
、
調

味
料
の
計
量
な
ど
を
手
際
よ
く
進
め
、

調
理
台
に
ど
ん
ど
ん
用
意
さ
れ
て
い
く

光
景
に
、
毎
年
参
加
し
て
い
る
会
員

は
「
ま
る
で
給
食
セ
ン
タ
ー
だ
ね
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

大
鍋
で
炒
め
味
付
け
さ
れ
た
五
目
の

具
は
、
２
人
が
か
り
で
他
の
鍋
に
移
し

替
え
て
は
煮
込
み
を
、
材
料
が
な
く
な

る
ま
で
６
回
繰
り
返
し
、
い
つ
も
の
味

女
性
部
加
工
サ
ー
ク
ル

　
　

２
年
振
り
活
動
を
再
開

が
完
成
。
今
回
も
調
理
工
程
や
味

付
け
を
教
わ
る
会
員
の
姿
も
あ
り
、

サ
ー
ク
ル
自
慢
の
味
が
会
員
か
ら
会

員
へ
と
受
け
継
が
れ
る
様
子
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

　
　
　
　
（
ふ
ま
ね
っ
と
）
を
開
催

　

Ｊ
Ａ
そ
よ
か
ぜ
の
会
（
滝
本
和
子
会

長
）
は
、
12
月
６
日
に
研
修
会
と
し
て

『
ふ
ま
ね
っ
と
』
を
開
催
し
、
会
員
13

名
が
参
加
し
ま
し
た
。（
※
写
真
⑤
）

　

ふ
ま
ね
っ
と
と
は
、
全
身
の
バ
ラ
ン

ス
感
覚
や
認
知
機
能
の
向
上
を
目
的
と

し
た
も
の
で
、
歩
行
機
能
改
善
や
脳
ト

レ
の
効
果
も
期
待
で
き
る
運
動
で
す
。

　

当
日
は
、
そ
よ
か
ぜ
の
会 

監
事 

山

本
京
子
さ
ん
が
講
師
と
な
り
、
最
初
は

簡
単
な
ス
テ
ッ
プ
か
ら
お
手
本
を
見
せ

て
も
ら
い
、『
右
足
、
左
足
…
』
と
床

に
敷
い
た
網
を
踏
ま
な
い
よ
う
に
進
み

ま
す
。 

段
々
難
し
い
ス
テ
ッ
プ
に
な

る
と
「
あ
れ
？
ど
っ
ち
の
足
？
」
と
混

乱
さ
れ
る
会
員
の
様
子
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

　

童
謡
に
合
わ
せ
た
ス
テ
ッ
プ
を
１
人

ず
つ
教
え
て
も
ら
い
、
間
違
え
て
も
声

を
掛
け
合
い
、
笑
い
合
い
な
が
ら
、
明

る
く
楽
し
い
雰
囲
気
で
研
修
会
を
終
え

ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
そ
よ
か
ぜ
の
会

Events,News,TopicsEvents,News,Topics

17 みずがめ座
(1/20 ～ 2/18)

【全体運】上昇運です。定まらないことを形にしていく作業にツキがあります。年間予定を立てるなど前向きに動いて
【健康運】楽しみながらできる運動でパワーアップ！　【幸運の食べ物】クワイ １月の運勢

農
薬
の
空
き
容
器
へ
の
支
援

　

11
月
11
・
12
日
、
清
水
町
畜
産
研
修

セ
ン
タ
ー
に
て
、
清
水
町
農
業
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
適
正
処
理
対
策
協
議
会
主
催

に
よ
る
農
薬
空
き
容
器
の
回
収
・
分

別
・
計
量
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
※
写
真
⑥
）

　

青
年
部
も
昭
和
50
年
代
か
ら
手
法
に

合
わ
せ
て
支
援
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

当
時
は
、
古
い
容
器
が
放
置
さ
れ
な

い
よ
う
青
年
部
員
が
庭
先
へ
訪
問
し
、

洗
浄
済
み
容
器
を
回
収
・
集
約
し
、
業

者
に
引
き
渡
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後

廃
プ
ラ
協
議
会
主
催
と
な
り
、
適
正
処

　

12
月
13
日
、
Ｊ
Ａ
青
年
部
（
澁
谷　

耕
大
部
長
）
と
Ｊ
Ａ
女
性
部
フ
レ
ッ

シ
ュ
ミ
ズ
部
会
（
澤
山
あ
ず
さ
会
長
）

理
へ
法
改
正
も
何
度
か
行
わ
れ
、
平
成

17
年
に
は
生
産
者
が
搬
入
し
引
き
渡
す

現
在
の
手
法
と
な
り
、
青
年
部
も
こ
れ

に
対
処
し
て
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

安
全･

安
心･

継
続
的
な
農
業
生
産

に
必
須
の
回
収
が
今
後
と
も
安
定
し
て

継
続
で
き
る
よ
う
、
組
合
員
各
位
の
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

は
合
同
冬
期
研
修
会
を
開
催
し
、
青
年

部
員
14
名
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
員

21
名
、
一
般
参
加
者
１
名
の
計
36
名
が

参
加
し
ま
し
た
。（
※
写
真
⑦
）

　

今
回
の
研
修
会
は
、
毎
年
、
５
月
下

旬
頃
に
開
催
し
て
い
る
『
合
同
ス
ポ
ー

ツ
大
会
』
の
振
替
行
事
と
し
て
行
い
、

環
境
活
動
家 

谷
口
た
か
ひ
さ 

氏
を
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
に
て
お
招
き
し
『
気
候
変
動
と

お
金
の
仕
組
み
～
自
由
と
権
利
と
は

～
』
を
テ
ー
マ
に
約
１
時
間
半
に
わ
た

り
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
話
の
中
で
、『
こ
の
危
機
的
状
況

を
皆
が
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
が
希
望
で

あ
る
こ
と
』『
皆
が
知
っ
て
行
動
し
て

（
写
真
①
）

（
写
真
②
）

（
写
真
③)

（
写
真
④
）

（
写
真
⑤
）

（
写
真
⑦
）

（
写
真
⑥
）

Ｊ
Ａ
青
年
部
・

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会　

　
　
　
　

合
同
冬
期
研
修
会

い
く
こ
と
で
必
ず
変
わ
っ
て
い
く
こ

と
』
を
強
く
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
の
質
疑
応
答
の
時
間
で
は
、「
谷

口
さ
ん
お
勧
め
の
電
力
会
社
は
あ
り
ま

す
か
？
」
や
「
私
た
ち
農
業
者
に
で
き

る
こ
と
は
何
で
す
か
？
」
な
ど
積
極
的

に
質
問
す
る
会
員
の
姿
も
み
ら
れ
、
と

て
も
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。



　　　１1 月号（No. ３５２）あたまの体操 当選者発表
　

１１月号（No. ３５２）の答え

18うお座
(2/19 ～ 3/20)

【全体運】考え過ぎは禁物。結論が出ないことは少し横に置いておいて。時の流れに任せた方がいい方向へ。おしゃべり吉
【健康運】質のいい睡眠は元気の源。枕選びにこだわって　【幸運の食べ物】マダイ  １月の運勢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　クロスワードパズルクロスワードパズル

ヨコのカギ タテのカギ

　クイズの答えを解答用紙に記入し、ファックス
するか直接ＪＡにご持参ください。正解者の中か
ら抽選で５名の方に記念品を差し上げます。
　ご応募お待ちしています。（締切 １月３０日）

Ａ 　 Ｂ 　Ｃ 　 Ｄ 　 Ｅ

→ ↓

①　1月の第2月曜日はーーの日。国民の祝日です

②　旅支度で、旅行かばんにーーを詰めた

③　下手な鉄砲もーー撃ちゃ当たる

④　北海道東部の市。自然豊かな湿原が有名です

⑤　水が混じって軟らかくなった土

⑦　これが三つで三振

⑨　土を盛り上げて作ります

⑪　植物の葉や車の窓などに氷の結晶が付いたもの

⑫　「住めば都」とか「猫に小判」とか

⑬　果物ーーを使ってリンゴをむいた

⑮　遠回りをすること

⑯　初夢で見ると縁起が良いといわれる鳥

⑰　やっぱり自分のーーが一番落ち着くなあ

①　オイルショックともいわれるーー危機

③　分度器で測ります

⑥　栗の実のトゲトゲ

⑦　春の七草の一つ。ダイコンのことです

⑧　遊園地でーーコースターに乗った

⑩　おでんに添える黄色い薬味

⑭　年下の女きょうだいのこと

⑯　屋外で行うことも多い教科

⑱　ミカンのものは手でむけます

⑲　おしゃれなーーでランチを楽しんだ

⑳　「オリオン」「おおいぬ」「カシオペア」といえば

カ ン ツ バ キ

おめでとうございます。

　
　　
　当選者は　　　下美蔓２　村中真由美さん　　　人舞５　　高橋　小春さん
　　　　　　　　本　村　　鳥羽　耀己さん　　　柏　木　　田宮トモ子さん
　　　　　　　　人舞５　　大口　欣也さん　　　　　　　　　　の５名です。

表紙の写真は ....
　下佐幌協心 白石 哲也さんの圃場での、
ながいも収穫の様子です。
　作物にも、働く人にも、機械にも、土に
も、本当にやさしく収穫出来る仕組みが出
来上がっていると感じました。
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10
月
25
日
（
月
）
か
ら
29
日
（
金
）

の 

１
週
間
、
町
内
の
小
・
中
学
校
向

け
給
食
へ
清
水
産
の
多
様
な
食
材
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
っ
た
「
十
勝
清
水
の
恵
み

給
食
週
間
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

清
水
町
蔬
菜
振
興
会
か
ら
は
、
白
菜

キ
ャ
ベ
ツ
部
会
と
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
部
会

が
そ
れ
ぞ
れ
白
菜
10
キ
ロ
×
８
ケ
ー
ス

（
27
日
と
29
日
に
使
用
）、
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
６
キ
ロ
×
８
ケ
ー
ス
（
28
日
に
使

用
）
を
提
供
し
、
十
勝
若
牛
生
産
組
合

か
ら
も
い
つ
も
の
１
０
０
グ
ラ
ム
よ
り

か
な
り
大
き
め
な
１
５
０
グ
ラ
ム
の
ハ

ン
バ
ー
グ
を
８
０
０
人
前
提
供
し
て
い

ま
す
。

　

小
学
校
へ
取
材
し
た
木
曜
日
は
、
ご

は
ん
・
十
勝
若
牛
ハ
ン
バ
ー
グ
ド
ミ

ソ
ー
ス
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
ポ
ン
酢
和

え
・
コ
ー
ン
ク
リ
ー
ム
ス
ー
プ
・
あ
す

な
ろ
ム
ー
ス
・
牛
乳
と
、
盛
り
だ
く
さ

ん
の
メ
ニ
ュ
ー
。

　

清
水
小
学
校
１
年
生
の
教
室
で
給
食

を
食
べ
た
子
ど
も
た
ち
に
お
話
を
聞
く

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。「
ハ
ン
バ
ー
グ

が
大
き
い
！
ス
テ
ー
キ
み
た
い
」、「
良

い
香
り
」、「
お
い
し
い
！
」
と
大
喜
び
。

い
つ
も
お
い
し
く
楽
し
い
給
食
の
「
十

勝
清
水
の
恵
み
給
食
週
間
」
で
も
、
清

水
産
の
食
材
が
大
活
躍
で
し
た
。

十
勝
清
水
の
恵
み
給
食
週
間

十　勝　清　水　の　恵　み　給　食　週　間
口田部会長と近藤部会長から給食センターへ
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　　最近の出来事
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会

洋風ブリ大根　　材料（４人分）
　ブリ（塩を薄く振り 1 時間ほど置き、水気を拭いておく）…切り身 4 切れ
　ダイコン（2cm 幅のいちょう切りにして下ゆでする）…1/4 本
　ゴボウ （乱切りにして水にさらしておく）… 1 本
　ホールトマト…100g
　ニンニク（つぶしておく）…1 片
　オリーブ油…大さじ 2
　ローリエ…1 枚
　モロッコインゲン（下ゆでして食べやすい大きさに切っておく）…2 本
　パルメザンチーズ…適宜
　Ａ（合わせだし汁）かつおだし…600ml・塩　…小さじ 1
　　　　　　　　　　料理酒…大さじ 3・みりん…大さじ 3

　　作り方
　①  フライパンにオリーブ油をひき、ブリ、ダイコン、ゴボウ、
　　ホールトマト、ニンニクを入れ、中火でブリの両面を焼き上げる。
　②  ①のフライパンに A とローリエを入れ、落としぶたをして
　　強火で煮汁がなくなるまで煮詰める。
　③  皿に②を盛り付け、パルメザンチーズを掛けてモロッコ
　　インゲンを飾り出来上がり。

◆所属部署・担当業務
　　農産部　農産課

◆趣味・特技
　　バドミントン

◆自分はこんな人です！
　　負けず嫌い
　　．．．．．．．短気かも

◆上司からの一言（安田審査役より）

倉
くらうち

内　みどり　職員

　『半年ぶりにバドミントンをして
　　　　　　全身筋肉痛になりました。』

( 来月の職員さんは　川津 千佳 職員です。）

シェフ永井のおすすめ

永井智一（ながい・ともかず）
茨城県笠間市にある「天晴（旧キッチン晴人）」

オーナーシェフ

　入組してから早くも 10 年、農産課青果部門
担当として野菜を中心とした受入業務、精算業
務や蔬菜振興会の各部会運営組織の補助業務を
担当してもらっています。
　アスパラ、ブロッコリーの選果期間中につき
ましてはパート職員へ作業の指示もしていま
す。仕事熱心で芯の強いところがあり、与えら
れた仕事は適確にこなすので、生産者にはとて
も信頼されています。
　入組前には市場職員として、長く野菜業務に
係わってきた知識と経験を生かして頑張って頂
きたいと思います。


